
四倉第三幼稚園及び四倉第四幼稚園のあり方について 

１ 四倉第三・第四幼稚園の現状 

  四倉第三幼稚園（所在地：四倉町玉山字林崎５）並びに四倉第四幼稚園（所在地：四倉

町駒込字広畑 20－２）は、園児数が減少し、集団教育が困難な状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  四倉第三幼稚園の園児数の推移（各年度５月１日時点） 

年齢（定員） H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 

3歳児(15人) 6 5 5 1 1 5 4 2 

4歳児(20人) 7 5 5 7 3 3 5 3 

5歳児(20人) 5 8 5 2 8 3 2 5 

合計 18 18 15 10 12 11 11 10 

 

  四倉第四幼稚園の園児数の推移（各年度５月 1日時点） 

年齢（定員） H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 

3歳児(15人) 4 4 1 0 2 3 0 2 

4歳児(20人) 6 3 3 2 0 2 3 0 

5歳児(20人) 3 6 4 3 2 0 2 3 

合計 13 13 8 5 4 5 5 5 

 

２ これまでの経緯 

○ 市幼児教育振興審議会からの答申を受けて、平成 22年 12月に策定した「公立幼稚園
の再編に関する基本方針」及び「公立幼稚園の再編に関する基本方針に基づく実施計画」
において、再編の基準（募集定員に対し、園児数が２年続けて 50％を下回っている）
を定め、当該基準に該当した次の４園を再編の対象としました。 

湯本第二幼稚園  宮幼稚園  四倉第三幼稚園  四倉第四幼稚園 

    ※湯本第二幼稚園については、平成 29年度から休止しています。 

    ※宮幼稚園については、平成 27年度に休止した内町幼稚園の園児を受け入れており、 

     当面、再編の対象から除外しています。 

 

資料５ 

四倉第四幼稚園 四倉第三幼稚園 



 ○ 基本方針及び実施計画に基づき、四倉第三・第四幼稚園についても、平成 22 年度か

ら平成 26 年度にかけて計６回、保護者との協議を行いましたが、当時は、四倉第三・

第四幼稚園の統合の方向で話を進めたところ、統合に賛成、反対とそれぞれ意見があり
ました。 

 ○ その後、子ども・子育て支援新制度への対応などから、いったん保護者との協議は中

断しましたが、園児数が少ない状況が続いていることから、平成 28年度から 29年度に
かけて、在園児並びに新規申込者の保護者に対し、これまでの経緯や現状、市の考え方
を説明するとともに、意見交換を行ってきました。 

 

３ 保護者との意見交換の結果 

 【四倉第四幼稚園】 

 ○ 平成 28 年度に開催した意見交換の中で、保護者から、四倉第三幼稚園との統合は望

んでいないとの意見をいただき、市から、そもそも幼稚園は小中学校と異なり、学区が
なく任意に選択いただけること、今回においても、休止の場合、転園先は四倉第三幼稚
園に限らないということを説明したところ、了解いただき、平成 29年度にあらためて、
現在の園児数、並びに今後の地区内の子どもの数を踏まえると、集団教育の確保が困難
なことから、現在の年長組のお子さんが卒園する平成 29 年度末をもって休止とさせて
いただきたいと伝え、保護者の皆様に了承いただきました。 

    第１回 平成28年11月18日 

    第２回 平成29年２月１日 

    第３回 平成29年９月11日 

 

 【四倉第三幼稚園】 

 ○ 園児数の推移、並びに今後の地区内の子どもの数を踏まえると、集団教育が困難なこ

とから、平成 28 年度に２回、保護者の皆様と意見交換を行った結果、将来的には休止
も止むを得ないとの意見をいただきました。 

    第１回 平成28年12月16日 
    第２回 平成29年２月14日 

 ○ 平成29年10月に平成30年度入園児の募集を行った結果、新規申込がなかったこと、ま

た、平成30年度在園予定の５名のうち３名が他の幼稚園への転園を検討しているとの話
を伺ったことから、あらためて、来年度の状況を説明し、保護者の皆様の意向を確認し
たところ、円滑な転園に向けた対応を前提に、全員、他の幼稚園への転園を了承いただ
きました。 

    第３回 平成29年11月13日 
    第４回 平成29年12月８日 
 

４ 今後の対応 

 ○ 保護者の皆様との話し合いの結果を受けて、当面、転園に向けた個別相談に対応する
とともに、転園先との緊密な連携を図るなど、休止に向けた手続きを進めて参りたいと
考えています。 


